
詳しい調査結果は、当公庫ホームページ（https://www.jfc.go.jp/)に掲載しています。
トップページから「刊⾏物・各種調査結果」→「農林⽔産事業」→「消費者動向等調査」
の順でご覧いただくか、右の２次元コードでもアクセス可能です。
（通信料はお客様のご負担となります）

食の志向等に関する調査結果

１ ⾷に関する志向
２ 国産品かどうかを気にかけるか
３ 国産⾷品の輸⼊⾷品に対する価格許容度
４ ⽇本の将来の⾷料輸⼊についての考え
５ 普段購⼊している⾷品について懸念していること
６ 有機農産物の購⼊に関する意識

調査要領

調査時期 令和６年１⽉
調査⽅法 インターネット調査

全国の20歳代〜70歳代の男⼥2,000⼈（男⼥各1,000⼈）
※インターネット調査であるため、回答者はインターネット利⽤者に限られる。

＜調査に関するお問い合わせ＞
⽇本政策⾦融公庫 農林⽔産事業
情報企画部 TEL 03-3270-5585

注︓図表において、四捨五⼊の関係上、合計が⼀致しない場合があります。

令和６年３⽉

消費者動向調査（令和６年１⽉調査）
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１　⾷に関する志向
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図１ ⾷に関する志向の推移（上位２つ回答）

・現在の⾷の３⼤志向は、前回までの調査と同じく「健康志向」「経済性志向」「簡便化志向」となった。
・３⼤志向の動きは「健康志向」（45.7％、前回⽐＋3.4ポイント）、「簡便化志向」（38.2％、同＋2.3ポ

イント）が上昇。「経済性志向」（40.8％、同▲1.7ポイント）は低下したが、前回に続き40％台となった。
・３⼤志向以外では「⼿作り志向」（13.4％、同▲3.4ポイント）、「国産志向」（11.2％、同▲1.6ポイン

ト）が低下。

・「健康志向」（45.7％）は、コロナ後では最も⾼い⽔準となった。
・「経済性志向」（40.8％）は前回から減少したものの、はじめて２半期連続の40％超えとなった。
・「簡便化志向」（38.2％）は令和３年１⽉（37.3％）を超え、過去最⾼値となった。

※その他、⾷に関する志向として「地元産志向」「ダイエット志向」「外⾷志向」「⾼級志向」があります。
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図２ ⾷に関する志向（３⼤志向、平成20年12⽉調査からの推移）
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２　国産品かどうかを気にかけるか
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気にかける 気にかけない ⾷料品は購⼊しない

図４ ⾷料品を購⼊するときに国産品かどうかを気にかけるか（継年データ、年代別）

図３ 年代別 ⾷に関する志向（３⼤志向）

【継年データ】

・「健康志向」は30代をのぞく全ての世代で上昇しており、20代（前回⽐＋6.8ポイント）と40代（同＋5.9ポ
イント）で⼤きく上昇した。

・「経済性志向」は20代（同▲13.6ポイント）で⼤きく減少した。
・「簡便化志向」は60代（同＋8.0ポイント）で⼤きく上昇した。

・⾷料品を購⼊するときに国産品かどうかを「気にかける」割合（66.5％、前回⽐＋1.3ポイント)は上昇した。
・年代別では、「気にかける」はおおむね年代が⾼くなるほど割合が⾼い傾向となった。
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３　国産⾷品の輸⼊⾷品に対する価格許容度

図５ 国産⾷品、輸⼊⾷品に対するイメージ（価格⾯、安全⾯）

・国産⾷品に対するイメージは、価格⾯は「⾼い」（61.5％、前回⽐▲0.5ポイント）の割合が低下した。
安全⾯は 「安全である」（59.9％、同▲3.6ポイント）の割合が低下した。
・輸⼊⾷品に対するイメージは、価格⾯は「安い」（52.1％、同▲1.3ポイント）の割合が低下した。
安全⾯は「安全⾯に問題がある」（28.0％、同▲2.5ポイント）の割合が低下した。

・“割⾼でも国産品を選ぶ”とする割合（52.2％、前回⽐＋1.5ポイント）は上昇した。
・「国産品へのこだわりはない」（15.8％、同▲1.9ポイント）は低下した。
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4　⽇本の将来の⾷料輸⼊についての考え

58.4 

22.4 

7.5 

5.4 

4.9 

1.5 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

国際情勢の変化により、
⾷料や⽣産資材の輸⼊が⼤きく減ったり、

⽌まったりする可能性があるため

異常気象や災害による
輸出国の不作の可能性があるため

世界⼈⼝の増加などにより、
⾷料に対する需要が⼤幅に増加するため

新興国や世界的な経済成⻑等により、
肥料や飼料等の⽣産資材や

⾷料の買付をめぐる競争が激化しているため

とうもろこしなどを原料とする
バイオ燃料需要が増加し、

穀物が⾜りなくなる可能性があるため

その他

・⽇本の将来の⾷料輸⼊について、「ある程度不安がある」（54.4％）、「⾮常に不安がある」（23.4％）を
合わせた“不安がある”とする回答は77.8％となった。

・年代別では、「⾮常に不安がある」は年代が⾼くなるほど割合が⾼い傾向となった。

・⽇本の将来の⾷料輸⼊について”不安がある”と回答した⽅に、その理由について聞いたところ、「国際情勢の変
化により、⾷料や⽣産資材の輸⼊が⼤きく減ったり、⽌まったりする可能性がある」(58.4％)が最も⾼くなった。
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（単⼀回答/「⾮常に不安がある」「ある程度不安がある」と回答した⽅）

図７ ⽇本の将来の⾷料輸⼊についてどのように考えているか

図８ ⽇本の将来の⾷料輸⼊について不安があると考える理由
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5　普段購⼊している⾷品について懸念していること

・「普段購⼊している⾷品について懸念していること」は、「⾷品価格」（68.4％）が最も⾼く、次いで「⾷品添加
物」（34.8％）、「⾷品ロス」（31.6％）となった。

・年代別では、70代は「⾷品添加物」（50.4％）が他の年代と⽐べて⾼い割合となった。

⾷品
価格

⾷品
添加物

⾷品
ロス

塩分
の量

残留
農薬

⾷中毒
⾷品

表⽰の
偽装

脂質
の量

糖質
の量

外⾷時
の⾷品
衛⽣

その他
特に
ない

全体 68.4 34.8 31.6 19.2 16.0 14.8 14.1 13.1 12.8 6.5 0.5 9.1

20代 62.2 24.1 34.5 14.7 7.6 16.9 6.1 13.7 15.1 2.5 0.0 19.4

30代 73.6 29.8 31.9 18.0 8.5 13.6 10.2 13.9 11.9 6.4 1.4 11.2

40代 70.1 31.6 34.5 16.8 12.0 15.8 11.0 14.7 12.0 7.0 0.3 8.0

50代 71.3 31.9 32.2 17.0 18.6 13.6 15.7 10.1 13.6 7.2 0.5 8.0

60代 70.9 38.7 29.1 22.1 21.2 15.3 19.9 15.0 13.5 7.4 0.3 3.4

70代 61.5 50.4 27.4 25.6 25.4 14.0 19.9 11.4 11.1 7.4 0.3 6.8

0%

20%

40%

60%

80% 全体 20代 30代 40代 50代 60代 70代 （３つまで回答）

（３つまで回答）

⾷品
価格

⾷品
添加物

⾷品
ロス

塩分
の量

残留
農薬

⾷中毒
⾷品

表⽰の
偽装

脂質
の量

糖質
の量

外⾷時
の⾷品
衛⽣

その他
特に
ない

全体 68.4 34.8 31.6 19.2 16.0 14.8 14.1 13.1 12.8 6.5 0.5 9.1

健康志向 66.0 41.0 30.9 24.0 18.0 15.2 13.8 14.3 16.4 5.9 0.3 7.1

経済性志向 78.9 27.7 34.2 16.4 11.5 14.7 12.0 11.2 10.7 5.8 0.4 9.1

簡便化志向 74.2 28.7 33.3 16.8 10.5 15.9 11.9 12.6 12.6 5.9 0.1 10.6

安全志向 58.0 48.9 28.8 21.0 25.2 12.0 19.5 11.7 12.3 7.5 0.9 6.3

⼿作り志向 65.3 44.8 33.2 17.2 21.6 14.6 16.0 11.2 8.2 6.3 1.9 7.8

国産志向 59.2 46.6 30.5 21.5 24.7 13.0 22.0 13.0 12.1 11.7 0.9 6.7

美⾷志向 64.0 26.7 28.4 15.4 17.8 18.8 15.4 10.3 8.9 8.9 0.3 13.0

0%

20%

40%
60%

80%
全体 健康志向 経済性志向 簡便化志向 安全志向 ⼿作り志向 国産志向 美⾷志向

（※）掲載していない「⾼級志向」は、「特にない」が最多

図９ 普段購⼊している⾷品について懸念していること（年代別）

図10 普段購⼊している⾷品について懸念していること（⾷の志向別）
・ほぼすべての志向（※）において、「⾷品価格」が最多。３⼤志向では、次いで「健康志向」では「⾷品添加

物」、「経済性志向」と「簡便化志向」では「⾷品ロス」が多い。
・全体と⽐較して⾼い割合となっている組み合わせは、「安全志向」×「⾷品添加物」、「国産志向」×「⾷品添加

物」、「経済性志向」×「⾷品価格」など。
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6　有機農産物の購⼊に関する意識

・年代別では、「安全・安⼼」で70代（53.6％）、「⼀般の農産物よりも美味しい」で20代（23.7％）が他の
年代と⽐べて⾼い割合となった。

・有機農産物の購⼊頻度は、“⽉に１回以上購⼊している”とする回答が56.9％となった。
・年代別では、“⽉に１回以上購⼊している”とする回答は70代（69.8％）が最も⾼く、次いで20代

（59.0％）となった。
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図12 有機農産物の購⼊頻度

図11 有機農産物に対するイメージ

・有機農産物に対するイメージについて、「健康に良い」（49.9％）が最も⾼く、次いで「安全・安⼼」（45.3％）、
「環境に配慮している」(34.8％)の順となった。
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・今後の有機農産物の購⼊についての考えは、「⼀般の農産物と同等の価格なら購⼊したい」（58.7％）が最
も⾼くなった。

・年代別では、70代は「少し割⾼でも購⼊したい」が約４割と、他の年代と⽐べて⾼い割合となった。

・有機農産物の購⼊頻度が「⽉に１回未満」と回答した⽅に、有機農産物を購⼊するための条件を聞いたところ、
「価格が今より安価であること」（51.5％）が最も⾼くなった。⼀⽅で、「求める条件はない/購⼊したいと思わ
ない」は21.0％となった。
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図13 有機農産物を購⼊するための条件

図14 今後の有機農産物の購⼊についての考え
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⼀⽅で、20代は「価格に関わらず購⼊しない」（16.9％）が他の年代と⽐べて⾼い割合となった。


